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四

三

、

エ

ロ

か

わ

い

い

山

姥 

  

新

緑

の

季

節

と

な

り

ま

し

た

。

地

球

も

月

の

舟

も

活

気

に

溢

れ

て

い

ま

す

。 
十

年

以

上

続

い

て

い

る

な

の

は

な

ク

ラ

ス

は

成

熟

度

を

増

し

、

源

氏

物

語

ク

ラ

ス

も

熱

心

で

、

ス

ト

レ

ッ

チ

ク

ラ

ス

は

満

杯

状

態

。

月

の

舟

ゴ

ー

ル

ド

カ

ー

ド

効

果

で

、

ど

の

ク

ラ

ス

も

賑

や

か

で

す

。

先

生

方

の

情

熱

と

受

講

生

の

皆

様

の

意

欲

に

乾

杯

！ 

飯

田

伸

二

先

生

の

「

マ

ノ

ン

・

レ

ス

コ

ー

」

は

大

好

評

で

、

六

月

か

ら

フ

ラ

ン

ス

文

学

講

座

が

定

期

的

に

開

講

決

定

。

六

月

の

映

画

カ

フ

ェ

は

鹿

児

島

大

学

の

中

路

先

生

が

「

月

の

舟

」

デ

ビ

ュ

ー

。

七

月

に

は

、

鹿

児

島

県

立

短

大

の

竹

本

先

生

も

初

登

壇

。

中

原

中

也

記

念

館

館

長

の

中

原

豊

先

生

も

文

学

カ

フ

ェ

で

ご

講

演

く

だ

さ

い

ま

す

。 
 

五

月

三

日

（

日

）

の

参

加

型

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

み

ん

な

の

村

上

春

樹

」

は

、

「

古

本

喫

茶 

泡

沫

」

店

主

の

美

女

ヤ

マ

サ

キ

ト

モ

コ

さ

ん

登

場

に

期

待

大

。

月

の

舟

常

連

の

梅

田

さ

ん

、

大

橋

さ

ん

と

と

も

に

、

み

ん

な

で

盛

り

上

げ

ま

し

ょ

う

。「

月

の

舟

」
は

Ｇ

Ｗ

中

も

通

常

通

り

、

講

座

も

や

り

ま

す

し

、

古

本

市

も

開

催

し

ま

す

。 
 

さ

て

、

嶋

田

直

哉

先

生

の

現

代

演

劇

講

座

で

、

タ

イ

ガ

ー

マ

ス

ク

の

プ

ロ

レ

ス

技

は

芸

術

で

は

な

い

か

、

と

い

う

論

に

刺

激

を

受

け

て

、

身

体

能

力

と

言

語

能

力

の

融

合

に

つ

い

て

考

え

ま

し

た

。 
 

言

語

能

力

と

は

、

美

辞

麗

句

や

皮

肉

で

は

な

く

誠

実

な

言

葉

遣

い

が

で

き

る

初

級

、

自

分

の

自

慢

話

ば

か

り

し

な

い

で

他

人

の

話

に

も

耳

を

傾

け

る

と

い

う

中

級

、
言

葉

の

裏

に

あ

る

も

の

、

心

の

襞

を

読

み

取

る

と

い

う

上

級

ま

で

あ

り

ま

す

。

上

級

に

な

る

と

、

生

き

る

こ

と

が

自

由

で

楽

に

な

り

ま

す

。
（

あ

く

ま

で

私

見

で

す

が

） 

ど

ん

な

に

言

葉

を

情

報

と

し

て

た

く

さ

ん

蓄

え

て

い

て

も

、

い

つ

も

他

人

の

望

む

「

い

い

人

」

に

な

っ

て

、

良

い

印

象

を

与

え

る

こ

と

だ

け

に

全

時

間

と

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

費

や

し

て

い

た

ら

、

そ

れ

は

言

語

能

力

ゼ

ロ

に

等

し

い

。
だ

っ

て

、

自

分

の

言

葉

は

何

も

発

信

し

て

い

な

い

わ

け

で

す

か

ら

。 
 

身

体

能

力

は

、

運

動

能

力

と

い

う

よ

り

、

身

体

表

現

能

力

で

、

お

し

ゃ

れ

を

し

た

り

、

し

ぐ

さ

が

美

し

い

、

家

事

能

力

が

あ

る

、

オ

ー

ラ

が

あ

る

、

と

い

う

意

味

も

含

ま

れ

る

で

し

ょ

う

。 

二

十

一

世

紀

は

、

言

語

能

力

と

身

体

能

力

の

ど

ち

ら

も

鍛

え

る

必

要

が

あ

る

と

思

い

ま

す

。「

月

の

舟

」
は

、
言

語

能

力

と

身

体

能

力

を

同

時

に

高

め

る

重

要

な

な

拠

点

で

す

。

月

の

舟

ゴ

ー

ル

ド

カ

ー

ド

で

た

く

さ

ん

の

講

座

を

受

講

さ

れ

て

、

さ

ら

に

知

的

で

エ

ネ

ル

ギ

ッ

シ

ュ

な

人

生

を

創

造

さ

れ

る

こ

と

を

心

か

ら

応

援

し

て

い

ま

す

。 
 

学

長

み

た

け

き

み

こ

は

、

い

つ

だ

っ

て

自

分

の

言

葉

を

発

信

し

て

い

る

の

で

言

語

能

力

上

級

者

。

も

っ

と

身

体

表

現

力

を

磨

き

、

創

造

性

を

爆

発

さ

せ

て

、

破

壊

力

と

色

気

の

あ

る

、

エ

ロ

か

わ

い

い

知

的

で

芸

術

的

な

山

姥

に

な

る

つ

も

り

で

す
（

笑

）
。
新

し

い

時

代

の

ト

ッ

プ

モ

デ

ル

と

し

て

！

（

み

た

け

き

み

こ

） 
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